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小論文 
【解答時間 ９０分】 

以下の注意事項をよく読んで指示に従うようにしてください。 

指示に従わない場合は、不正行為と見なしますので、注意してください。 

 

1. 解答開始の合図があるまで、問題冊子を開かないでください。許可なくこの問題冊子

を開いた場合は、不正行為と見なします。 

2. 解答時間は９０分です。 

3. 試験問題は、１ページから４ページにあります。解答開始の合図があった後、問題冊子

を確認し、印刷不鮮明な箇所等があった場合は、直ちに申し出てください。 

4. 解答用紙は２枚あり、問題冊子とは別になっています。解答は指定された解答用紙の

解答欄に横書きで記入してください。 

5. 受験番号、氏名は２枚の解答用紙の所定欄すべてに記入してください。 

6. 問題冊子の余白を下書きに利用しても構いません。 

7. 試験時間中の退出はできません。 

8. 試験終了後、問題冊子は持ち帰ってください。 
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第 1問 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。 

 

農山村コミュニティとしての集落は、地域の中で今でもその機能を発揮している。こ

こで言う集落とは、農山村において、それぞれの生業に必要な共同労働や生活上の共同

作業のために集住した家族の集まりを指している。そのため集落は、一般的に、農業生

産補完、生活相互扶助、地域資源維持管理の諸機能を持つ。しかし、現代では、混住化

の進行、農業生産の機械化・省力化、そして生活の近代化を通じて、それぞれの機能の

必要性が低下した。それに加えて、すでに「むらの空洞化」として論じたように、集落

活動の担い手の減少や高齢化により、諸機能が低下する事態も起こっている。 

同時に、実は「地域づくり」というこの言葉が盛んに使われるようになった一九九〇

年代後半頃から、(A)その取り組みの単位は集落という枠を超えることが多くなってき

た。その単位となっているのは、農協や役場の支所があったかつての小学校区（統廃合

が進む現状から見れば旧小学校区）であり、しばしば「旧村」と言われる明治期の村で

ある。 

また、その動きの延長線上に、二〇〇〇年代には、集落を超える範囲の地域自治組織

が生まれている。これらは、「地域振興会」「自治振興区」「むらづくり委員会」などの

多様な名称を名乗っている。これらの中には、当時進んでいた市町村合併により、行政

（市町村）が巨大化する中で、それに抗して住民自治の拠点をつくりたいという住民の

意志により生まれた経緯を持つものもある（筆者はそれを「手づくり自治区」と呼んで

いる。後述）。その場合、住民自治の拠点としては集落レベルでは小さ過ぎることから、

活動範囲が集落を超える「広域コミュニティ」を基盤とする組織が少なくない。  

先にも触れたように、問題はこの広域コミュニティと既存のコミュニティである集落

が地域づくりの中でどのように位置づくかである。結論を先取りして言えば、集落は「守

り」、広域コミュニティは「攻め」の機能を果たし、両者が相互補完的に暮らしの仕組

みを形成していると考えられる。 

この点を理解するために、集落の仕組みを説明しておこう。集落は生業や生活上の必

要性から生まれた「いえ」連合である。そのため、その意思決定は、すべてのいえの代

表者が集まる寄合（総会、常会）で決められることが普通である。そして、そのいえの

代表者は多くの場合、「戸主」となる。したがって、集落寄合の参加者は、大多数が中

高年の男性となり、女性や若者は、結果的には集落の意思決定から排除されることが少

なくない。(B)集落の持つ「一戸一票制」の弊害である。他方で、水路掃除や道普請など

の集落行事（むら仕事）の運営には、このような仕組みであるがゆえに、それぞれが責

任を持って、毎年ほぼ全戸による出役が可能となっている。集落は本来的に「守り」の

組織である。 

それに対して、新しい広域コミュニティには、集落のような仕組みではなく、地域内

に暮らす人々が、個人単位で参加できる仕組みや、さらには地域にかかわろうとする都

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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市住民やＮＰＯ等も受け入れられる仕組みを持つような「革新性」が求められている。

現実に、役員を男女同数とすることを決めている組織や積極的に若者を責任者として登

用するコミュニティ、さらには活動の持続のため、役員任期を、集落のように一〜二年

任期ではなく、三〜五年とするところもある。このような工夫が、「攻め」の取り組み

の条件となっており、集落の「守り」が補完されている。 

つまり、暮らしの仕組みを維持・発展させるソフト条件として、既存の集落組織に加

えて、何らかの積極的な取り組みを行う新しい組織（手づくり自治区）が求められ、そ

こに地域住民が性別や世代を超えて総参画することが期待される。したがって、地域に

は集落と手づくり自治区の二重の組織によって、(C)地域づくりの「守り」と「攻め」を

分担するような仕組みが構築されることになろう。それは、一部で言われているように、

集落の機能を広域コミュニティが代替するのではなく、両者が役割分担をする相互補完

システムの構築と言ってもよい。 

 

（出典：小田切徳美『農山村は消滅しない』岩波新書、岩波書店、2014年 12月、77-

80ページ） 

※なお、作問のため前後を省略した。また本文中の引用文献の記載は省略した。 

 

 

問 1 下線部（A）は、なぜそのような傾向が出てきたのか。本文の内容をふまえ 400字

以内であなたの考えを書きなさい。 

 

問 2 下線部（B）の弊害を取り除くためには、どのような制度変更が必要か。50 字以

内で答えなさい。 

 

問 3 下線部（C）の地域づくりの「守り」と「攻め」とは、どんな特徴があるのか、そ

れぞれ 50字以内で説明せよ。 

 

 

 

 

 

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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第２問 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。 

 

「他者の他者性」を聴く 

 

 （中略）私たちは、自分の価値前提と違う価値や論理を話される人のことを、じっく

り聴くのは得意ではありません。（中略）「ゴミ屋敷」を例に、このことを考えてみまし

ょう。 

 ゴミを溜めるのが元々好きな人、というのは存在しない。そうではなくて、「離婚し

て妻も子どもも出ていった」「夫は仕事が忙しくて自分にかまってくれない」「生活はギ

リギリだけれど、行政に相談したら家を売らなければと言われたので、誰にも世話にな

りたくない」などの生きる苦悩が最大化し、「苦しみ」を言葉で表現出来ないような状

態に煮詰まった時、ゴミを溜めるという形で「苦しいこと」を表現している状態の人だ、

だから「困った人」ではなく「困っている状態だ」と（中略）整理しました。そして、

これは常識的な評価軸では、「聴けない」話です。それはなぜか？ 

 「ゴミは捨てるべきだ」「周囲に迷惑をかけてはならない」といった常識的な評価軸

を持っていると、「ゴミ屋敷」の人は、最低限の常識も通用しない、ダメな人、とラベ

リングされることになります。そして、そのようなスタンスで相手と対話をしてみても、

そもそも「ダメな人」「困った人」という評価軸に聞き手が支配されている訳ですから、

注意深く相手の話を聞くことはできません。そしてそんなスタンスで「ゴミを捨ててあ

げましょう」と町内会で一斉清掃してしまったりすると、相手は「私の話は聴かれなか

った！」と怒りだし、半年後には元の木阿弥
も く あ み

の「ゴミ屋敷」に逆戻り、というケースも

しばしば福祉現場では見受けられます。 

 なぜこのような現象が起きるのでしょうか。それは、「他者の他者性」を尊重しない

からです。他者には、自分には理解し得ない他者性や合理性があります。妻とは二〇年

以上、娘とは八年以上一緒に暮らしていますが、両者には私の知り得ない部分がありま

す。というか、人間が違うのだから、他者には私にわかり得ない部分があって当然です。

でも、この当然の「他者性」を、特に家族とか、親密な相手、あるいは相談に乗ってい

る時には忘れてしまうのです。「話せばわかる」と思い込んで、相手と自分の中に「共

通点」を見いだそうとして話を聞こうとします。すると、うまく理解出来ません。 

 人にはそれぞれの独自性という「差異」の物語があります。それを「共感」に基づく

同質性の物語と誤解すると、その部分ばかり探して「聞く」ことになり、注意深く「聴

く」ことが出来なくなります。「この人は能力不足だ」「ダメな奴だ」とマイナスのラベ

ルを貼られている人は、「能力不足」や「ダメ」というラベルの範囲内で「聞かれて」

しまい、その人がどのような機能を持っているか、なぜ能力が発揮できずダメとラベル

が貼られるのか、を注意深く「聴かれない」のです。 

 だから大切なのは、（中略）「他者の合理性」の理解です。他者は、自分には想像も出

著作権保護のため、問題文は公開できません。 
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来ない・知りようもない「他者性」を抱えている。だからこそ、それを虚心坦懐に教え

てほしい、と「聴く」。この姿勢が大切になってきます。その際、評価を手放して聴く

ことが大切です。自分の価値観や常識と違っていると思う話であっても、それを「ただ

ただ聴く」うちに、その人なりの論理一貫性がぼんやり見えてきます。そして、それが

理解出来たら、「いまのお話を伺っていると、こんな風に繋がっているように感じたの

ですが、合っていますか？」と相手に確認してみます。すると、相手は「やっとわかっ

てくれる人が現れた」となるのです。 

 

（出典：竹端寛『福祉は誰のため？』、ちくまプリマー新書、2025年 9月、195-198頁） 

※なお、作問のため文章の一部を省略した。 

 

 

 

 

問 1 本文を読み、「聞く」と「聴く」の違いを「他者性」というキーワードを用いて、

200字程度で説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権保護のため、問題文は公開できません。 

 


